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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
伊
佐
市
秋
季
畜
産
共
進
会
が
9
月
５
日
、
Ｊ
Ａ

北
さ
つ
ま
の
旧
伊
佐
家
畜
市
場
で
あ
り
、
若
雌
１

～
２
区
、
父
系
群
区
の
３
部
門
に
31
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
、
若
雌
１
区
で
最
優
秀
賞
１
席
の
西
別
府
丈

弥
さ
ん
（
51
）
の
「
ほ
の
か
１
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

若
雌
２
区
は
椛
山
洸
さ
ん
の
「
こ
う
め
い

51
」
、
父
系
群
区
は
瀬
戸
口
和
雄
さ
ん
の
「
ひ
ま

り
」
「
つ
む
ぎ
」
「
り
ん
ね
」
が
最
優
秀
賞
１
席

に
輝
き
ま
し
た
。
団
体
優
勝
は
西
太
良
地
区
で
、

県
畜
産
共
進
会
出
品
牛
５
頭
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
西
別
府
さ
ん
は
「
審
査
員
に
指
摘
さ
れ
た
箇
所

の
体
の
締
ま
り
、
肢
蹄
の
強
さ
を
引
き
運
動
な
ど

で
強
化
し
た
い
。
県
畜
産
共
進
会
で
、
少
し
で
も

上
の
順
位
を
目
指
し
て
、
今
年
就
農
し
た
息
子
と

二
人
三
脚
で
努
力
し
ま
す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に　
　

　
　
　
　
　
　
西
別
府
さ
ん

グランドチャンピオンを獲得した
「ほのか１」と西別府さん

父系群区で最優秀賞１席を獲得した瀬戸口さん
若雌2区で最優秀賞１席を獲得した
「こうめい51」と椛山さん

　
第
64
回
川
薩
畜
産
共
進
会
が
８
日
、
さ
つ
ま
町

の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
若
雌
１
区
で
最
優
秀
賞
１

席
に
輝
い
た
徳
重
真
生
さ
ん
の
「
き
く
ひ
さ
」
が

選
ば
れ
、
県
畜
産
共
進
会
出
品
牛
７
頭
も
決
ま
り

ま
し
た
。

　
共
進
会
に
は
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
40

頭
が
出
品
さ
れ
、
３
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

若
雌
２
区
は
徳
重
真
生
さ
ん
の
「
あ
た
る
の

１
」
、
父
系
群
区
は
㈲
馬
場
種
畜
牧
場
の
「
か
ん

な
」
「
な
つ
み
」
「
さ
き
１
の
24
」
の
３
頭
が
最

優
秀
賞
１
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
褒
章
授
与
式
も
行
わ
れ
、
高
齢
者
経
営

者
賞
、
女
性
経
営
者
賞
、
多
頭
出
荷
者
賞
、
増
頭

者
賞
、
畜
産
功
労
者
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
重
さ
ん
が
若
雌
Ｗ
制
覇

グランドチャンピオンを獲得した「きくひさ」

父系群区で最優秀賞１席を獲得した㈲馬場種畜牧場

若雌2区で最優秀賞１席を獲得した「あたるの１」
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薩摩中央家畜市場　2023年9月13日～ 14日
入場頭数 621頭
売却頭数 597頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 266 243 1,043,900 166,100 462,797 285 1,625 ▲61,015
雄
去 355 354 998,800 67,100 542,356 314 1,725 ▲15,928

総平均値 509,973 円　　　
前 回 比 32,944 円　安値
総売上高 304,453,600 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
50
万
9
9
7
3
円

　
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
９
月
13
日
、
14

日
の
２
日
間
、
子
牛
セ
リ
市
が
あ
り
ま
し

た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
、
50
万

9
9
7
3
円
で
、
前
回
（
７
月
）
を
3
万

2
9
4
4
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
1
0
4
万
円
3
9
0
0
円
、
去
勢
は

99
万
円
8
8
0
0
円
で
し
た
。

JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
４
、
８
、
12
月
の
年

３
回
、
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
な
ど
で
輸
入

粗
飼
料
（
乾
牧
草
）
の
集
合
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
と
連

携
し
た
一
括
購
入
と
、
畜
産
農
家
の
直
接

受
け
取
り
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
特
別

価
格
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
農
家
に
は
販

売
１
カ
月
前
に
予
約
注
文
書
を
配
布
し
、

６
個
単
位
で
注
文
を
受
け
付
け
、
通
常
価

格
よ
り
１
個
当
た
り
３
０
０
円
安
く
提
供

し
て
い
ま
す
。
粗
飼
料
は
オ
ー
ツ
ヘ
イ
で
、

農
家
の
２
～
３
割
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
大
幅
な
円
安
な
ど

の
影
響
で
、
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
が
続

き
、
農
家
の
経
営
圧
迫
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

　

集
合
販
売
を
利
用
す
る
畜
産
農
家
は

「
安
い
価
格
で
購
入
で
き
、
品
質
も
良
く

安
心
し
て
使
え
る
。
あ
り
が
た
い
取
り
組

み
な
の
で
続
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
県
経
済
連
の
担
当
者
は
「
子
牛
価

格
が
下
落
し
て
い
る
中
で
、
少
し
で
も
畜

産
農
家
の
営
農
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
粗

飼
料
の
確
保
に
努
め
、
４
カ
月
お
き
の
開

催
を
県
内
全
域
で
行
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

粗
飼
料
の
集
合
販
売
実
施

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
さ
つ
ま
茶
業
部
会
は
８
月
25

日
、
令
和
５
年
度
荒
茶
共
販
実
績
検
討
会
を
開
き

ま
し
た
。
優
良
農
家
表
彰
や
さ
つ
ま
町
内
の
茶
業

概
況
報
告
、
秋
の
茶
園
管
理
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
部
会
で
は
24
人
が
1
3
2
㌶

で
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
産
は
摘
採

位
置
と
品
質
を
考
慮
し
た
生
産
に
努
め
、
一
番
茶

か
ら
三
番
茶
ま
で
の
生
産
量
は
2
1
1
㌧
と
生
産

量
は
昨
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
平
均
単
価
は

1
2
1
4
円
で
売
上
総
額
は
２
億
5
6
4
2
万
円

で
販
売
単
価
は
上
回
り
ま
し
た
。

　
領
家
昭
一
会
長
は
「
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
全
力
で
お
こ
な
い
、
意
欲
と
期
待
を
持
っ
て
来

年
の
一
番
茶
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述
べ

ま
し
た
。　

福
永
さ
ん
ら
優
良
農
家
を
表
彰

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

荒茶品評会１位を受賞した福永さん

さつま茶業部会

躍進賞を受賞した領家製茶工場

表
彰
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）

〈
さ
つ
ま
地
区
荒
茶
品
評
会
〉

▽
１
位
＝
福
永　
紀
之　

▽
２
位
＝
宮
脇　
光
代　

▽
３
位
＝
別
府　
弘
教

〈
共
販
の
部
〉

▽
平
均
単
価
＝
古
城
製
茶
工
場　

▽
最
高
単
価
＝
古
城　
敏　

▽
躍
進
賞
＝
領
家
製
茶
工
場　

▽
努
力
賞
＝
宮
脇
尚
武
製
茶
工
場

〈
面
積
拡
大
の
部
〉

▽
奨
励
賞
＝
山
口　
仁
志

　

８
月
23
日
、
北
さ
つ
ま
農
協
水
稲
部
会

さ
つ
ま
地
区
は
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
に
て

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

縮
小
し
て
い
た
交
流
会
や
視
察
研
修
を
再

開
し
、
会
員
相
互
の
生
産
技
術
向
上
と
安

心
・
安
全
な
良
質
米
の
生
産
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
活
動
方
針
や

収
支
予
算
書
な
ど
議
案
４
件
を
原
案
通
り

承
認
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

井
上
会
長
の
再
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
井
上
会
長
は
、
「
肥
料
・
燃
料
価
格
の

高
止
ま
り
が
続
き
農
業
に
と
っ
て
は
厳
し

い
状
況
で
す
。
10
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
導
入
も
控
え
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
も
の
を
生
産
し
、
地
域
を
農
業
で
元
気

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

８
月
23
日
、
北
さ
つ
ま
農
協
ご
ぼ
う
部

会
川
内
支
部
は
川
内
総
合
支
所
で
総
会
を

開
き
、
全
４
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
立
地
条
件
を
生
か
し

た
品
目
と
し
て
生
産
拡
大
と
品
質
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
市
場
の
銘
柄
を
よ
り
一
層

強
力
な
も
の
と
し
、
契
約
販
売
の
拡
大
、

農
業
所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
く
方
針
で

す
。

　
松
下
洋
一
会
長
は
「
ご
ぼ
う
の
価
格
の

向
上
を
市
場
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
優
秀
農
家
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
、
井
上
匡
子
さ
ん
（
Ａ
２
Ｌ
・
Ｌ
比

率
71
％
）
、
優
秀
賞
に
西
之
園
節
春
さ
ん

（
Ａ
２
Ｌ
・
Ｌ
比
率
61
％
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

井
上
会
長
が
再
任

新
ご
ぼ
う
づ
く
り

に
む
け
て

活発な意見交換が行われました

水稲部会
さつま支部

松下洋一会長㊧とごぼう部会員

ごぼう部会
川 内 支 部
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Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
８
月
23
日
、

さ
つ
ま
町
田
原
で
ド
ロ
ー
ン
実
演
会
を
開

き
ま
し
た
。
出
展
し
た
メ
ー
カ
ー
は
Ｄ
Ｊ

Ｉ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
e
ド
ロ
ー
ン
、
ヤ
マ
ハ
の
３

社
。
メ
ー
カ
ー
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
、

農
家
合
わ
せ
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
あ
な
が
わ
公
民
館
で
メ
ー
カ
ー
ご

と
の
特
色
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
圃
場
で
の
実
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
か
ら
参
加
し
た
肥
実
さ
ん
は

「
色
々
な
メ
ー
カ
ー
の
ド
ロ
ー
ン
が
一
堂

に
会
し
て
お
り
、
比
較
で
き
る
の
は
あ
り

が
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
経
済
連
関
係
者
は
、
「
本
県
で
は
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
は
農
業
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
省

力
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
ツ
ー
ル
の
一

つ
で
す
。
実
物
を
目
で
見
て
い
た
だ
く
こ

と
で
導
入
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
今
回

は
国
産
メ
ー
カ
ー
の
ド
ロ
ー
ン
も
出
展
す

る
こ
と
が
で
き
、
外
国
製
と
の
比
較
も
是

非
お
願
い
し
た
い
。
」
と
語
り
ま
し
た
。

ドローンの詳細について質問する参加者

国
産
ド
ロ
ー
ン
も
選
択
肢
に

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　
全
国
で
も
珍
し
い
女
性
だ
け
の
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
す
る
「
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
九
州
」
が
伊
佐
市

で
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
お
揃
い
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し
、
送
信
機
を
腰
に

持
っ
て
真
っ
す
ぐ
前
を
見
る
様
子
が
ミ
ー

ア
キ
ャ
ッ
ト
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
名

前
の
由
来
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
肥
実
志
津
子
さ
ん
（
57
）
、

肥
実
麻
衣
さ
ん
（
26
）
、
上
下
絵
里
さ
ん

（
26
）
の
３
人
。
自
身
を
「
言
い
出
し
っ

ぺ
」
と
語
る
志
津
子
さ
ん
は
、
も
と
も
と

ド
ロ
ー
ン
が
好
き
で
、
一
生
涯
の
仕
事
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン

は
機
体
も
軽
く
、
女
性
の
活
躍
の
場
が
広

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
際
に
、

北
海
道
で
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
の
を
知
り
、
す
ぐ

に
二
人
を
誘
っ
た
そ
う
で
す
。
「
今
年
は

約
10
㌶
を
散
布
予
定
。
将
来
的
に
は
九
州

一
円
に
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
5
0
0
㌶

ま
で
規
模
を
拡
大
し
た
い
。
」
と
夢
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
九
州
の
設
立

に
係
わ
っ
た
㈱
Ｕ
Ｐ
ー
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
旧
㈲

共
同
設
備
工
業
）
の
代
表
取
締
役
上
下
公

三
さ
ん
は
「
地
方
や
農
村
部
に
も
女
性
の

活
躍
で
き
る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
、

ド
ロ
ー
ン
事
業
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
む
農
業
に
お
い
て
、
ス
マ
ー

ト
農
業
に
よ
る
省
力
化
と
女
性
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

揃いのユニフォームに袖を通した３人

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
九
州
誕
生
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こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
、
「
新
採
用
職
員
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
今
年
度
の
新

採
用
職
員
４
人
に
対
し
、
本
採
用
後
の
７

月
か
ら
12
月
の
期
間
、
Ｊ
Ａ
各
部
署
の
業

務
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
①
協
同
組
合
の

理
念
や
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
体
と
し
て
の
特

性
を
理
解
し
、
各
事
業
と
農
業
の
基
礎
知

識
を
得
る
こ
と
②
将
来
の
他
部
署
へ
の
異

動
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
③
他
部
署
職

員
と
の
交
流
に
よ
る
人
間
関
係
の
強
化
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
採
用
職
員
の
瀬
戸
さ
ん
は
、
８
月
17

日
に
移
動
金
融
店
舗
車
に
乗
車
し
、
管
内

を
巡
回
し
ま
し
た
。

「
所
属
部
署
の
業
務
で
は
普
段
、
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
」
と

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

新
採
用
職
員

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム業務研修を受ける瀬戸優希さん

　

Ｊ
Ａ
役
職
員
連
盟
「
第
56
回
親
睦
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
９
月
９
日
、
姶
良

市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
あ
り
、
北

さ
つ
ま
が
４
大
会
連
続
で
優
勝
し
ま
し

た
。
帖
佐
圭
祐
主
将
は
「
３
年
ぶ
り
の
開

催
だ
っ
た
が
、
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
。
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
農
協
連
と
8
Ｊ
Ａ
が
出
場
。

北
さ
つ
ま
は
予
選
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
も
失
セ
ッ
ト
０
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

決
勝
で
は
本
所
金
融
部　
帖
佐
圭
祐
さ
ん
、

祁
答
院
支
所　
堀
之
内
大
介
さ
ん
両
エ
ー

ス
ら
の
活
躍
で
J
A
南
さ
つ
ま
を
圧
倒
し
、

見
事
４
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
最
優
秀

選
手
賞
に
は
、
川
内
総
合
支
所
金
融
共
済

課　
畠
久
保
愛
里
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
４
連
覇

8



育
英
が
優
勝

　
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
旗
争
奪
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
３
日
、
さ
つ
ま

町
の
薩
摩
総
合
運
動
場
で
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
を
通
じ
て
団
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
、
技
能
及
び
体
力
向
上

を
図
り
、
少
年
団
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
の
が
目
的
。
川
薩
地
区
、
出
水
地
区
の

22
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
予
選
リ
ン
ク
か
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
決
勝
で
は
川
薩
地
区
の
育
英
と
出
水

地
区
の
下
水
流
が
激
突
。

　
安
定
し
た
投
手
力
と
守
備
力
を
見
せ
た

育
英
が
５
―
２
と
勝
利
。
３
位
は
平
佐
西

と
隈
之
城
。

上
位
16
人
が
県
大
会
へ

　
第
８
回
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
年
金
友
の
会
ゴ
ル

フ
大
会
が
９
月
５
日
、
祁
答
院
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
あ
り
、
87
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
男
性
の
部
は
德
丸
仁
志

さ
ん
（
薩
摩
川
内
市
）
が
優
勝
し
、
女
性
の

部
は
栗
野
ひ
と
み
さ
ん
（
さ
つ
ま
町
）
が
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給
中
の
人
、

受
取
口
座
を
Ｊ
Ａ
に
予
約
し
た
人
な
ど
が
参

加
で
き
ま
す
。
今
回
の
最
高
年
齢
は
88
歳
、

80
歳
以
上
も
3
人
出
場
し
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
プ
レ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
成
績
上
位
の

男
性
12
人
、
女
性
4
人
が
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
代

表
と
し
て
、
10
月
の
県
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
そ
の
他
の
成
績
は
次
の
通
り
。
（
敬
称

略
）

《
男
性
の
部
》

　
②
武　
彰
作　
③
堀
口　
正
和

《
女
性
の
部
》

　
②
泉　
喜
久
子　
③
米
永　
悦
子　

9



　

　
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
前
の
軽
い
状
態

（
M
C
I
）
の
方
ま
で
含
め
る
と
多
く

の
方
へ
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
災
害
時
避
難
の
場
合
に
は
慌
て
て
い

る
た
め
、
大
き
な
声
や
急
か
せ
る
言
葉

で
本
人
を
誘
導
し
よ
う
と
し
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

で
大
き
な
声
を
聞
く
と
、
本
人
の
不
安

や
恐
怖
感
に
つ
な
が
り
避
難
を
嫌
が
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く

落
ち
着
い
て
安
心
感
の
あ
る
態
度
で
本

人
を
避
難
所
に
誘
導
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
環
境
の
変

化
も
本
人
に
と
っ
て
は
不
安
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
常
生
活
に
は
か
か
せ
な
い

ト
イ
レ
の
利
用
や
食
事
、
大
勢
の
人
の

話
し
声
な
ど
も
認
知
症
の
人
に
は
苦
痛

に
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
家
族
や
知
り

合
い
が
身
近
に
い
て
細
や
か
に
声
か
け

や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

可
能
で
あ
れ
ば
避
難
所
の
担
当
者
に
相

談
し
て
壁
際
や
ト
イ
レ
に
移
動
し
や
す

い
場
所
を
確
保
し
て
も
ら
い
、
場
合
に

よ
っ
て
は
福
祉
避
難
所
な
ど
を
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
平
時
か
ら
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
相
談
し
て
お
く
こ
と
も
大
事

で
す
。

女性部通信
vol.５
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こちら営農情報局!

園芸
生産販売課　長野　勇樹

ホウレンソウの作付について

１．圃場の準備（整地）
土壌の酸性が強い場合は生育が悪く不揃いになりますので、播種の２週間以上前に苦土石灰を全面に施
用して根張りを良くするために深耕を行う。堆肥と元肥は１週間前に施用し、よく耕しておきます。そ
の後、播種までの間に畦を作りますが、畦幅を７５㎝程度とします。畦立ての高さは通常７～１０㎝程
度にします。

２．土づくり（基肥・追肥）

３．播種方法
播き溝は、深さ 1.5 ～２㎝、幅が３㎝ほどの溝とし、土の表面を平らにならしておきます。そこに種子
同士の間隔が１～２㎝程度になるようにバラ播きし、約１㎝の厚さに覆土して軽く土を押さえ、かん水
を行います。播き溝の条数は、３条播きとし条間は共に２５㎝とします。

　　
４．管　理
（１）間引き・追肥・土寄せ

１回目の間引きが本葉１～２枚の時に行い、株間が２～３㎝間隔になるように間引きします。その
後、ＮＫ化成を条間に播き、株元に土を寄せます。２回目の間引きが本葉４～５枚の時に行い、株
間が４～５㎝間隔になるように間引きします。１回目と同じように追肥をして土寄せします。

（２）被覆資材の利用
１２月以降に収穫するものは、風や寒さで葉先が痛むのでトンネル被覆を行う。

（３）病害虫対策
べと病は平均気温が８～１８℃で、曇りや雨の続く湿度の多い時に発生しやすい。特に、１０℃前
後の曇雨天や多湿、多肥条件下で発生し、１１月頃から多発するので軟弱にならないように、又、
繁茂しないよう注意し排水対策が必要である。害虫は、アブラムシ、ヨトウムシ等が発生しやすい
ので注意する。

５．収　穫
草丈が２０～２５㎝に成長したものから順次収穫します。抜き取って収穫すると残った株を痛めるので、
ハサミで根元を切って収穫します。

栽培は冷涼な気候を好み耐寒性があるため、冬場でも育てやすい野菜です。
播種時期では９月中旬～１０月下旬にかけて播種を行います。
興味のある方は、栽培を取組んでみてはいかがですか。

肥　料　名 基　肥 追　　肥
完熟堆肥 ２００㎏
苦土石灰 ２０㎏

苦土重焼リン ４㎏
有機化成 ６㎏
ＮＫ化成 ４㎏

◆栽培上の留意点◆
①酸性に弱いため、土づくりで石灰を補
うことで酸度調整を行う。
②年越しのホウレンソウは、寒さや風に
より葉先が痛み、品質の低下が著しい
ので、トンネル被覆を行い品質の向上
を図る。

　
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
前
の
軽
い
状
態

（
M
C
I
）
の
方
ま
で
含
め
る
と
多
く

の
方
へ
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
災
害
時
避
難
の
場
合
に
は
慌
て
て
い

る
た
め
、
大
き
な
声
や
急
か
せ
る
言
葉

で
本
人
を
誘
導
し
よ
う
と
し
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

で
大
き
な
声
を
聞
く
と
、
本
人
の
不
安

や
恐
怖
感
に
つ
な
が
り
避
難
を
嫌
が
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く

落
ち
着
い
て
安
心
感
の
あ
る
態
度
で
本

人
を
避
難
所
に
誘
導
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
環
境
の
変

化
も
本
人
に
と
っ
て
は
不
安
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
常
生
活
に
は
か
か
せ
な
い

ト
イ
レ
の
利
用
や
食
事
、
大
勢
の
人
の

話
し
声
な
ど
も
認
知
症
の
人
に
は
苦
痛

に
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
家
族
や
知
り

合
い
が
身
近
に
い
て
細
や
か
に
声
か
け

や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

可
能
で
あ
れ
ば
避
難
所
の
担
当
者
に
相

談
し
て
壁
際
や
ト
イ
レ
に
移
動
し
や
す

い
場
所
を
確
保
し
て
も
ら
い
、
場
合
に

よ
っ
て
は
福
祉
避
難
所
な
ど
を
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
平
時
か
ら
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
相
談
し
て
お
く
こ
と
も
大
事

で
す
。
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永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井

シ
ェ
フ
永
井
のの
お
す
す
め

お
す
す
め

12

「 

豚
こ
ま
の
ピ
リ
辛
あ
え  

」
作り方

（1） キュウリ、ニンジンは千切りにして水にさらす。豚こま肉と

もやしはゆでて冷水に落とし水気を切っておく。

（2） ボウルにたれの材料を入れ混ぜ合わせ、（1）の材料を入れあ

える。

（3） （2）を器に盛り付け、かい割れ大根をのせ出来上がり。

材料（4人分）
豚こま肉…………………200g 
もやし……………………100g 
キュウリ……………………1本 
ニンジン…………………1/4本 
　   麺つゆ……………大さじ3 
　   コチュジャン……小さじ2 
　   ラー油……………小さじ2 
　   白ごま……………小さじ1
かい割れ大根………………適宜

作り方
（1） 米を研ぎざる上げし、ゆでだこは薄切りに、トマトは8等分

に、ショウガは千切りにする。

（2） 炊飯器にだし汁の材料を合わせ、（1）の米、ゆでだこ、トマト

を入れ、20分浸水してから炊き上げる。

（3） （2）を器に盛り付け、イタリアンパセリを飾り出来上がり。

た
れ

「 
タ
コ
と
ト
マ
ト
の

　
　
　
　
炊
き
込
み
ご
飯  

」

材料（４人分）
米…………………………300g 
ゆでだこ……………………1本 
トマト（中）   ………………1個 
ショウガ……………………1片 
　   かつおだし汁………270g 
　   料理酒……………大さじ1 
　   しょうゆ…………大さじ1 
　   塩………………小さじ1/2 
イタリアンパセリ…………適宜

だ
し
汁

12
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◆
月
２
回
、
病
院
帰
り
に

永
利
支
所
に
行
く
の
が
楽

し
み
。
百
均
と
農
作
業

コ
ー
ナ
ー
の
園
芸
用
品
を

見
て
、
気
に
入
っ
た
の
を

買
い
ま
す
。
（
刃
物
は
特

に
お
気
に
入
り
）
足
の
悪

い
伯
母
に
は
ち
ょ
う
ど
良

い
広
さ
、
い
つ
も
い
つ
も

立
派
な
野
菜
を
作
り
、
あ

げ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

ま
す
。
も
う
す
ぐ
秋
野
菜

の
苗
が
出
る
時
期
、
伯
母

と
見
て
回
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
っ

く
り
と
長
生
き
し
て
ほ
し

い
私
た
ち
の
大
切
な
伯
母

で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
後
半
・
女
性

◆
最
近
は
、
稲
穂
も
大
き

く
な
り
、
緑
の
色
も
濃
く

な
り
、
風
が
吹
く
た
び
に

右
に
左
へ
と
な
び
い
て
優

し
さ
や
涼
し
さ
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
台
風
に

負
け
な
い
で
ス
ク
ス
ク
伸

び
て
ね
。

　
さ
つ
ま
町

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
３
本
、
き
ゅ
う
り
を
植

え
て
２
本
は
雨
で
枯
れ
て

し
ま
い
、
１
本
だ
け
生
き

て
大
き
な
き
ゅ
う
り
を
次

か
ら
次
へ
と
実
を
つ
け
て

い
ま
す
。
と
っ
て
も
あ
ま

く
て
お
い
し
い
で
す
。

　
伊
佐
市

　
70
代
後
半
・
女
性

◆
エ
ー
コ
ー
プ
ら
っ
き
ょ

う
酢
で
ら
っ
き
ょ
う
を
漬

け
て
食
べ
て
い
ま
す
。
初

め
て
作
っ
て
み
ま
し
た
。

美
味
し
い
で
す
。

　
薩
摩
川
内
市

　
50
代
後
半
・
女
性

　
◆
8
月
31
日
は
野
菜
の
日

で
す
。
主
人
が
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
採
っ
て
す
ぐ
の
野
菜

の
味
は
甘
く
て
格
別
で
す
。

生
で
、
焼
い
て
、
炒
め

て
、
煮
て
、
又
甘
酢
に
漬

け
た
り
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
ち

ら
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
10
年
。

本
当
の
野
菜
の
お
い
し
さ

と
出
会
い
野
菜
好
き
な
私

は
と
っ
て
も
シ
ア
ワ
セ
で

す
。

　
薩
摩
川
内
市

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
毎
日
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
嫁

に
は
食
べ
飽
き
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
前
半
・
男
性

いつもお便り
ありがとうございます！

■ JA 北さつま農業協同組合 御中感動の人柄葬 _A4 チラシ

おもて

印刷物最終確認書 ※ご確認が済み次第当社担当営業までご返却下さい。

中尾 ※上記原稿に間違いがない事を確認致しました。印刷に入る事を許可致します。担当

いつも格別のお引立て賜り、心から感謝とお礼申し上げます。添付しておりますデザインが最終校正になります。
文字入力につきましては、細心の注意を払っておりますが校正中に文字・価格・写真などは、本業でなければ気付かない点がございます。
今一度、文字校正の確認と印刷仕様最終確認をお願い申し上げます。

ご担当者様サイン

印

弊社品質向上の為、御社ご担当者様のサインがなければ印刷工程に進められませんので、
お手数ですが何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます 必ずFAXにてご返送下さい

URL http://www.macose.jp  Mail creative@macose.jp
099-254-2947 099-254-2926FAX TEL
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①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は10月27日㈮。（クイズの応募
で取得した個人情報については、こ
れ以外には使用いたしません）

応募方法

8月号当選者発表 9月号の解答

当選者は11月号で発表します。

　8月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
秋桜と呼ばれることもある花
有効利用されていない土地
イガに守られた実がなります
野球では右翼手ということも
小説家がつづるもの
寒くなる頃に日本に飛んでくるものも
います
春日局は徳川家光の――でした
刺し身にのっていることもある花
手紙のこと。往復――
絵を描いたり粘土細工をしたりする教
科
ローマやカイロ、マニラなど
日本海に大きく突き出た――半島
白川郷や下呂温泉で知られる県

オーストラリア固有の動物。子守熊
ともいいます
スペード、ハート、ダイヤ、――
なるべく――嫌いをせずに食べてね
2枚の書類にまたがるようにはんこ
を押します
カラオケでのレパートリー
HPと表される仕事率の単位
秋の夜長にページをめくりつつ楽し
みます
木材を切る道具
天井と向かい合っています
絹ごしや木綿があります
リレーの選手がつなぐ物

1

3
6
7

8
10
14

16
18
19
20

1
2
3
4
5
7

9
11
12
13

15
16
17

ア キ ナ ス

▽下木場　鶴代さん

▽斉藤　信一郎さん

▽山﨑　惠美子さん

▽鎌田　由紀子さん

▽田畑　恵美子さん

▽木村　幹雄さん

▽中森　弘美さん

▽牟礼　好幸さん

▽井上　郁代さん

▽神園　早苗さん

理事会だより
　　第６回理事会を８月３１日開きまし
た。次の事項について協議し、すべて承認さ
れました。

【議案】
①延滞債権の現状と今後の回収方針につい
て

②職員退職給与規程の一部改正について

まちがいさがし

答え 
2…………トラックの荷物の量が違う 
3…………サツマイモの数が違う 
8…………袖のラインがない 
9…………サツマイモの葉が少ない 
12…………タオルがかかっている

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ所
あります。間違っている部分を左下の枠内の数字
で探しましょう。
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

O
ctober. 2023

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー

10
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